






















































































































































































































































































































































































































































































































学校名 地域 在籍形態 回答時期
A セントレオナルドスクール セントアンドリュース 寄宿生 2006年 12月
B ミルフィールド サマーセット 寄宿生 2006年 12月
C フェテスカレッジ スコットランド 寄宿生 2007年 1 月
D キングズスクール・カンタベリー カンタベリー 寄宿生 2007年 6 月
E クリフトンカレッジ ブリストル 寄宿生 2013年 11月
























































































（Mack, E. C., Public schools and British opinion, 1780 to 1860: an examination of the relationship between contemporary 
ideas and the evolution of an English institution, London: Methuen & Co. Ltd. 1938.）
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当てて論じている。（Reid, W. A. & Filby, J. L., The sixth, an essay in education & democracy, Barcombe, Lewes: Falmer 
Press. 1982.）
 9 竹内洋『パブリック・スクール：英国式受験とエリート』講談社，1993年．104頁。
 10 10 鈴木秀人『変貌する英国パブリック・スクール　スポーツから見た現在』世界思想社，2002年にある記載を解釈。
 11 Ogilvie, V., The English Public School, London: B. T. BATSFORD LTD. 1957. pp. 7–8.




 13 現代英英辞典 5版．Oxford: Oxford University Press. 1995年の「prefect」を筆者が邦訳。本辞書には「praepostor」
の項目は存在しない。
 14 講談社英和中辞典 2版．東京：講談社．1995年からそれぞれの単語を参照。
 15 伊村元道『英国パブリック・スクール物語』丸善ライブラリー，1993年．68頁。
 16 Mack, E. C., Public schools and British opinion, 1780 to 1860: an examination of the relationship between contemporary 
ideas and the evolution of an English institution, London: Methuen & Co. Ltd. 1938., p. 40.  
 17 1798–1836年の期間シュルーズベリー校で校長を務めた。
 18 Oldham, J. B., A history of Shrewsbury School, 1552–1952, Oxford: B. Blackwell, 1952., p. 160.
 19 Ibid.




 22 Clarendon Commission, Public Schools, Report., 1864. p. 152.
 23 宮川敏春，前掲書．36頁。




 28 『トム・ブラウンの学校生活』は初版以来，世界中の出版社が版を重ねている。本論では，Hughes, T., Tom Brown’s 
School Days, London: J. M. Dent; New York: E. P. Dutton, 1906.版を参照。
 29 スリング（Thring，Edward）（1821–1887）の同校における校長在職期間は 1853–1887年である。教育の根本理念
はアーノルドと同様，キリスト教的・人文主義的なイギリス紳士を養成すること，生徒の個々の能力を自由に伸長
させることにあった。教師と生徒の共同生活によって真の教育効果が上げられるという信念を持ち，全寮制を推奨
した。現在，パブリック・スクールの名称で呼ばれる独立学校の多くが加盟する校長会議（The Headmasters’ and 
Headmistresses’ Conference: HMC）をパブリック・スクール法制定後の 1869年に創設した。




1957–70年に校長を務めた John Dudley Carletonの記録（Carleton, J. D., Westminster School: A History. Hart-Davis, 
1965.）等に残っている。すでに第二次世界大戦後の話である。
 32 Mack, E. C., op. cit., pp. 156–159.を参照。特に p. 157に一連のファギング制度への批判が記載されている。 
 33 Ibid., p. 40.
 34 Ibid., p. 41.
 35 Waugh, A., Public school life: boys, parents, masters, London: W. Collins, 1922, p. 171.
 36 Ibid., p. 175. 
 37 竹内洋，前掲書．108頁。 
 38 Snow, G., The Public School in the New Age, London: Geoffrey Bles, 1959.
 39 Ibid. p. 59.
 40 竹内による文献に「パブリック・スクールが伝統的校風を大きく変えはじめたのは，1960年代後半から 70年代前
半である。この変化は，『パブリック・スクール革命』といわれたり，もっと穏健に『パブリック・スクールの近
代化』と呼ばれている」とある。（竹内洋『改訂版学校システム論』放送大学教育振興会，2007年．114頁。）
 41 Snow, G., op. cit., p. 54.
 42 Lang, P., ’Pastoral Care: Some Reflections on Possible Influences’, Pastoral Care in Education: An International Journal 
34 英国独立学校の監督生制度に関する一考察　―変容するプリフェクトに焦点を当てて―（古阪）
of Personal, Social and Emotional Development, Vol. 2, no. 2, 1984, pp. 139–140.




 45 Ogilvie, V., The English Public School, London: B. T. Batsford Ltd., 1957, p. 124. 
 46 池田潔『自由と規律』岩波新書，2000年．65–66頁。 
 47 同上書．83頁。








 49 Harrow School, Video FAQS on Boarding Life, ‘What is the role of the older boys in the pastoral care system?’ http://
www.harrowschool.org.uk/1824/boarding/video-faqs-on-boarding-life/（last accessed 05/11/2003）
 50 筆者によるハロウ校におけるインタビューより。（インタビュー実施日：2013年 6月 5日）
 51 注 26を参照のこと。
 52 筆者によるシュルーズベリー校におけるインタビューより。（インタビュー実施日：2013年 6月 6日）
 53 CCF＝ Combined Cadet Forceの略。通常 CCFと表示される。 いわゆる軍事教練のことであり，多くのパブック・
スクールにおいて現在も実施されている。
 54 筆者によるウィンチェスター校におけるインタビューより。（インタビュー実施日：2013年 6月 12日）
 55 インタビュー調査は日本国内で行った。なお，当該人物のイートン校在籍期間は 2004年から 2009年である。（イ
ンタビュー実施日：2012年 7月 30日）








 58 独立学校の監査は現在，主として独立学校監査団（Independent Schools Inspectorate: ISI）が実施している。2002
年教育法 162A条を受け，2003年から ISIは「監査を目的とした認可機関」（a body approved for the purpose of 
inspection）となり，イギリスの教育省と教育水準局（OfSTED）によって主たる独立学校の監査機関の役割を担い，
各校が英国教育省の定めた規定を守り，水準を満たしているかを報告・公開している。
